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は
じ
め
に

　

中
島
敦
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
四
日
死
去
。
享
年
三
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

　

中
島
は
作
家
生
活
に
入
る
ま
で
、
高
校
の
教
師
や
南
洋
庁
内
務
部
地
方
課
国

語
編
修
書
記
と
い
う
職
に
就
い
て
い
た
。
作
家
以
外
の
職
業
で
生
活
を
し
な
が

ら
も
「
書
き
た
い
」
と
い
う
思
い
に
捉
わ
れ
て
い
た
中
島
は
、
自
分
の
も
の
書

き
と
し
て
の
才
能
を
信
じ
つ
つ
疑
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
病
床
で
「
書

き
た
い
。
書
き
た
い
。
も
う
一
人
自
分
が
い
れ
ば
い
い
の
に
」
と
し
き
り
に
口

走
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る①
。

　
『
弟
子
』（
昭
和
18
・
2
）『
李
陵
』（
昭
和
18
・
7
）
な
ど
中
島
の
傑
作
と
さ

れ
る
作
品
の
多
く
が
晩
年
に
完
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
亡
く
な
る
わ
ず
か
五
ヶ

月
前
の
、
昭
和
十
七
年
七
月
三
日
付
鈴
木
美
江
子
宛
書
簡
に
「
こ
れ
か
ら
は

〔
大
体
、〕
役
人
〔
も
〕
を
や
め
て
、
原
稿
を
書
い
て
生
活
し
て
行
く
こ
と
に
な

〔
り
〕
る
で
せ
う
」
と
あ
り
、
七
月
八
日
付
の
小
宮
山
静
宛
書
簡
に
「
こ
れ
か

ら
は
、
カ
キ
モ
ノ
を
し
て
生
活
を
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
結
局
、
昭
和
十
七
年
に
南
洋
か
ら
帰
っ
て
き
て
死
ぬ
ま
で
の
間
が
、
作

家
中
島
敦
と
呼
ば
れ
る
期
間
で
あ
っ
た
。

　

中
島
の
作
品
に
は
自
身
を
投
影
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。『
狼
疾

記
』（
昭
和
17
・
11
）
の
冒
頭
に
あ
る
「
養
其
一
指
、
而
失
其
肩
背
、
而
不
知

也
、
則
為
狼
疾
人
也
。」、『
か
め
れ
お
ん
日
記
』（
昭
和
17
・
11
）
の
エ
ピ
グ
ラ

フ
「
蟲
有
蚘か
い

者
。
一
身
両
口
、
争
相
引
也
。
遂
相
食
、
因
自
殺
。」、『
山
月

記
』（
昭
和
17
・
2
）
に
書
か
れ
た
「
臆
病
な
自
尊
心
」
で
あ
る
。「
狼
疾
」
と

は
『
孟
子
』
に
あ
る
言
葉
で
、
一
つ
の
指
を
大
切
に
す
る
あ
ま
り
に
背
中
と
肩

を
失
っ
て
し
ま
う
者
の
こ
と
と
解
釈
さ
れ
て
い
る②
。
ま
た
「
蚘
」
と
は
「
身
体

を
二
つ
に
切
断
さ
れ
る
と
、
直
ぐ
に
、
切
ら
れ
た
各
或
の
部
分
が
互
ひ
に
闘
争

を
始
め
る
蟲
」（『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
三
）
で
あ
る
。
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悟
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島
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洋
行
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こ
れ
ら
の
性
情
は
、
い
ず
れ
も
中
島
が
自
身
を
非
難
し
て
描
い
た
も
の
で
あ

り
、〈
南
洋
行
〉
後
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、〈
南
洋
行
〉
は
中
島
の
生
き
方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

の
か
。〈
南
洋
行
〉
前
後
に
成
立
し
た
と
目
さ
れ
る
、『
悟
浄
歎
異
』『
悟
浄
出

世
』
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
成
立
事
情
を
推
定
し
つ
つ
、
考
察
を
深
め
た
い
。

一

　

中
島
が
昭
和
十
七
年
十
一
月
十
五
日
、
最
後
に
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
自

身
の
二
冊
目
の
単
行
本
、
そ
れ
が
『
南
島
譚
』
で
あ
る
。
末
尾
に
「「
わ
が
西

遊
記
」
の
中
」
と
付
し
た
『
悟
浄
歎
異
』『
悟
浄
出
世
』
の
二
編
が
収
録
さ
れ

て
い
る③
。

　
『
悟
浄
歎
異
』、『
悟
浄
出
世
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
、『
悟
浄
歎
異
』
原
稿
末
尾
に
「
昭
十
四
・
一
・
十
五
」
と
記
さ
れ

た
擱
筆
日
に
、
赤
鉛
筆
で
縦
に
二
本
の
線
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
を
巡
る
見
解

の
相
違
で
あ
る
。
そ
の
日
付
を
信
じ
る
か
、
虚
構
と
捉
え
る
か
が
争
点
と
な
る
。

　

参
考
の
為
に
、
他
作
品
の
場
合
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
の
原
稿
末
尾
の
欄
外
に
記
さ
れ
た
「（
昭
和
十
一
年
十

二
月
〔
二
十
六
〕）」
は
、
も
と
も
と
「
昭
十
二
・
十
二
・
二
十
六
」
と
書
か
れ

て
い
た
。「
十
二
年
」
の
「
二
」
の
間
を
塗
り
つ
ぶ
す
形
で
「
一
」
と
し
て
お

り
、
そ
の
上
か
ら
縦
線
を
引
き
、
横
に
「
十
一
」
と
書
き
直
し
て
い
る
。「
二

十
六
」
は
消
さ
れ
、「
和
」「
年
」「
月
」
の
三
字
は
横
か
ら
付
け
足
さ
れ
て
い

る
。
郡
司
勝
義
氏
『
中
島
敦
全
集
』
第
一
巻
「
解
題
」（
昭
和
51
・
3
・
15
、

筑
摩
書
房
）
に
よ
る
と
、
こ
の
草
稿
は
昭
和
十
三
年
二
月
二
十
五
日
実
施
の
化

学
科
考
査
答
案
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る④
。

　
『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
の
一
部
が
書
か
れ
た
「
ノ
ー
ト
第
九
」
は
「
横
浜
高

等
女
学
校
昭
和
十
四
年
度
入
学
考
査
問
題  

読
方
科
」
用
紙
の
裏
面
を
用
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
近
藤
典
彦
氏
、
福
島
千
恵
子
氏
は
、
中
島

が
「
ノ
ー
ト
」
の
後
ろ
か
ら
も
書
き
始
め
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、「
う
し
ろ
の

第
一
ペ
ー
ジ
」
で
あ
る
こ
と
、「
そ
の
ペ
ー
ジ
全
体
に
縦
書
き
の
ペ
ン
字
で
、

「
空
想
の
添
加
、
海
洋
（
難
破
）、
墓
地
、
う
な
さ
れ
、
ト
マ
ス
・
ス
テ
ィ
ヴ
ン

ス
ン
、
青
い
か
げ
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
説
明
」
な
ど
と
落
書
き
さ
れ
」
て
い
る

こ
と
か
ら
「
な
に
か
に
触
発
さ
れ
て
「
か
め
れ
お
ん
日
記
」
の
一
節
を
思
い
出

し
、
答
案
の
裏
に
か
き
つ
け
た
。
そ
し
て
さ
っ
さ
と
消
し
て
し
ま
っ
た
。」
と

の
解
釈
を
示
し
て
い
る⑤
。
確
か
に
「
ノ
ー
ト
第
九
」
該
当
頁
の
文
字
は
判
読
が

難
し
い
状
態
で
あ
る
。
文
字
を
消
し
た
う
え
に
、
新
た
に
上
か
ら
落
書
き
を
書

い
た
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
対
応
部
分

と
の
著
し
い
違
い
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
「
ノ
ー
ト
第
九
」
の
「
そ
の
間

に
今
〔
考
へ
た
〕
う
か
ん
だ
思
ひ
つ
き
の
大
部
分
は
消
え
て
了
ひ
」
と
、『
か

め
れ
お
ん
日
記
』
の
「
そ
の
間
に
今
浮
か
ん
だ
思
ひ
つ
き
の
大
部
分
は
消
え
て

了
ひ
」
と
を
見
比
べ
る
と
、「
一
節
を
思
い
出
し
」
た
と
い
う
よ
り
も
、「
考
へ
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た
」
と
「
う
か
ん
だ
」
の
語
句
の
選
択
を
し
て
い
る
時
期
、
つ
ま
り
創
作
段
階

で
の
草
稿
と
考
え
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
『
狼
疾
記
』
に
も
「
昭
十
一
・
十
一
・
十
」
の
部
分
に
同
じ
く
「
二
」

を
「
一
」
に
変
え
た
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
島
に
は
正
確
な
日

付
を
書
く
意
志
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
〈
南
洋
行
〉
以
前
は
、
い
ま
だ
中
島
が
作
家
と
し
て
起
つ

意
識
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
時
期
で
あ
る
か
ら
、「
昭
和
十
四
年
一
月
十
五

日
」
に
確
実
に
成
立
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
こ
で
、『
西
遊
記
』
及
び
『
わ
が
西
遊
記
』
の
作
品
に
関
わ
る
と
思
わ
れ

る
書
簡
や
ノ
ー
ト
、
メ
モ
類
を
検
討
し
た
い
。

　

ま
ず
、
中
島
の
書
簡
で
「
西
遊
記
」
と
い
う
語
が
登
場
す
る
の
は
昭
和
十
六

年
五
月
八
日
で
あ
る
。
田
中
西
二
郎
宛
書
簡
に
「
世
界
〔
を
〕
が
ス
ピ
ノ
ザ
を

知
ら
な
か
つ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
世
界
の
不
幸
で
あ
っ
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
不

幸
で
は
な
い
、
と
い
ふ
考
へ
方
は
痩
我
慢
だ
と
思
ひ
ま
す
か
？  

と
に
か
く
、

僕
は
、
そ
ん
な
積
り
で
も
つ
て
、
西
遊
記
（
孫
悟
空
や
八
戒
の
出
て
く
る
）
を

書
い
て
ゐ
ま
す
、
僕
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
す
る
意
気
込
な
り
。」
と
あ
り
、
ま
た
、

昭
和
十
六
年
六
月
〔
日
付
不
明
〕、
深
田
久
彌
宛
書
置
き
に
「
南
洋
へ
行
く
前

に
書
上
げ
よ
う
と
思
つ
て
、
西
遊
記
（
孫
悟
空
や
八
戒
の
出
て
く
る
）
を
始
め

て
い
ま
す
が
、
一
向
に
は
か
ど
り
ま
せ
ん
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
や
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト

ラ
な
ど
、
余
り
立
派
す
ぎ
る
見
本
が
目
の
前
に
あ
る
の
で
、
却
つ
て
巧
く
行
き

ま
せ
ん
」
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
昭
和
十
六
年
の
書
簡
に
「
西
遊
記
（
孫
悟
空
や
八
戒
の
出
て
く

る
）
を
書
い
て
い
ま
す
」
と
孫
悟
空
や
八
戒
の
名
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
作
品
を
両
名
の
出
て
く
る
『
悟
浄
歎
異
』
で
は
な
い
か
と
考
え
、
ま
た

「
一
向
に
は
か
ど
り
ま
せ
ん
」
と
歎
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
洋
行
前
に
は

『
悟
浄
歎
異
』
を
作
り
終
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
見
解
が
あ

る⑥
。
し
か
し
、
中
島
敦
自
身
が
「「
わ
が
西
遊
記
」
の
中
」
と
い
う
よ
う
に
二

作
品
を
纏
め
る
意
志
を
見
せ
て
い
る
の
で
、
孫
悟
空
や
八
戒
の
出
て
く
る
作
品

を
『
悟
浄
歎
異
』
と
限
定
す
る
の
は
、
些
か
早
計
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
十
三
冊
残
さ
れ
た
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
。
そ
の
中
で
古
い
と
考
え
ら
れ

る
「
ノ
ー
ト
第
一
」
に
は
「
佛
様
の
掌
の
上
の
孫
吾マ
マ

空
」、「
ノ
ー
ト
第
四
」
に

は
「
過
去
の
わ
が
南
洋
」「
マ
リ
ヤ
」
な
ど
と
共
に
「
觔
斗
雲
、
如
意
金
箍
棒
、

羅
刹
女
、―

翠
雲
山
芭
蕉
洞
、
玉
面
公
主
」「
火
焰
山―

祭
賽
國
」「
唵
嘛
飲
叺

淫
吽
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、「
ノ
ー
ト
第
四
」
に
南
洋
行
後

の
ア
イ
デ
ア
と
と
も
に
『
悟
浄
歎
異
』
の
舞
台
で
あ
る
「
火
焰
山
」
等
の
語
句

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る⑦
。
だ
が
、「
玉
面
公
主
」「
羅

刹
女
」
な
ど
ま
っ
た
く
関
わ
り
な
い
語
句
も
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、『
悟
浄
歎
異
』
制
作
中
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
続
編
の
構
想
を
立
て
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
中
島
の
「
手
帳
」。
昭
和
十
四
年
に
は
「
碧
夢  

茶
」
な
ど
と
共
に
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「
沙
紅
エ
ビ
也
」
と
記
さ
れ
、
昭
和
十
五
年
に
は
「
天
龍
、
夜
叉
、
乾
闥
婆
、

迦
樓
羅
、
緊
那
ラ
、
摩
胤
羅
伽
、
人
、
非
人
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、『
悟
浄
出

世
』
関
連
の
記
述
が
あ
る
。
確
か
に
「
沙
紅　

エ
ビ
也
」
や
「
乾
闥
婆
」
な
ど

『
悟
浄
出
世
』
に
登
場
す
る
妖
怪
の
名
が
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い

の
は
他
の
語
句
、
つ
ま
り
「
碧
夢  

茶
」
な
ど
の
言
葉
が
か
な
り
の
数
を
占
め

て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
悟
浄
出
世
』
に
多
数
出
て
く
る
「
黒
卵
道
人
」

や
「
坐
忘
先
生
」
な
ど
登
場
人
物
の
名
が
、「
沙
紅　

エ
ビ
也
」
以
外
一
切
書

か
れ
て
い
な
い
こ
と
も
気
に
掛
か
る
。『
悟
浄
出
世
』
の
内
容
に
全
く
関
わ
り

の
な
い
言
葉
が
、『
悟
浄
出
世
』
に
関
連
す
る
言
葉
と
同
等
程
度
占
め
て
い
て
、

か
つ
『
悟
浄
出
世
』
の
登
場
人
物
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、

『
悟
浄
出
世
』
そ
の
も
の
を
思
い
描
い
て
こ
れ
ら
の
語
句
を
書
い
た
と
い
う
よ

り
も
、
思
い
つ
い
た
語
句
を
書
き
散
ら
し
た
、
も
し
く
は
メ
モ
し
た
と
取
る
方

が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
さ
ら
に
内
容
を
考
察
し
た
場
合
、『
悟
浄
出
世
』
の

後
半
部
、
観
世
音
菩
薩
が
登
場
し
、
悩
め
る
悟
浄
に
「
無
知
無
識
に
し
て
、
唯
、

信
じ
て
疑
は
ざ
る
も
の
」
と
す
る
悟
空
に
学
べ
と
告
げ
る
な
ど
、『
悟
浄
歎

異
』
へ
繋
げ
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も

『
悟
浄
歎
異
』
草
稿
は
、『
悟
浄
出
世
』
よ
り
先
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

　
『
悟
浄
歎
異
』
の
草
稿
と
定
稿
の
位
置
関
係
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。
草
稿

が
い
つ
書
か
れ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
全
編
に
亘
り
緻

密
に
加
筆
訂
正
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
目
に
出
来
る
『
悟
浄
歎

異
』
定
稿
よ
り
も
随
分
以
前
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
中

島
は
晩
年
で
あ
る
昭
和
十
七
年
に
、『
幸
福
』『
夫
婦
』『
雞
』
な
ど
『
南
島

譚
』
系
列
の
作
品
群
、『
李
陵
』
な
ど
を
次
々
に
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
『
悟
浄
歎
異
』
草
稿
・
定
稿
も
書
い
た
と
す
る
の
は
分
量
的
に
あ
ま
り
に

も
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
島
は
昭
和
十
六
年
六
月
に
南
洋

に
渡
る
が
、
現
地
で
は
な
か
な
か
小
説
を
書
き
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

た
か
夫
人
宛
の
十
一
月
九
日
の
書
簡
に
「
夜
だ
つ
て
、
と
て
も
、
書
き
も
の
な

ん
か
出
来
な
い
。
実
は
、
こ
の
十
月
一
パ
イ
〔
に
〕
迠
に
、
オ
レ
は
或
る
仕
事

を
す
る
つ
も
り
だ
つ
た
ん
だ
が
（
内
地
に
出
発
す
る
時
も
、
そ
の
つ
も
り
で
、

原
稿
用
紙
な
ど
を
持
つ
て
来
た
ん
だ
が
）、
は
じ
め
の
七
月
・
八
月
は
病
気
ば

か
り
（
中
略
）
こ
の
気
温
で
は
オ
レ
に
は
何
一
つ
、
仕
事
が
出
来
な
い⑧
」
と
記

し
て
い
る
。
昭
和
十
六
年
に
『
光
と
風
と
夢
』
を
書
き
上
げ
た
こ
と
が
推
測
で

き
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
鑑
み
る
と
も
う
す
こ
し
前
に
『
悟
浄
歎
異
』
草
稿
を

書
き
終
え
た
可
能
性
が
高
い
。

　

さ
ら
に
原
稿
用
紙
に
つ
い
て
見
て
い
く
。『
悟
浄
出
世
』
は
原
稿
が
散
逸
し

た
の
に
対
し
、『
悟
浄
歎
異
』
は
草
稿
も
定
稿
も
現
存
す
る
。『
悟
浄
歎
異
』
草

稿
は
二
十
七
枚
で
、
第
十
五
枚
目
ま
で
は
「
東
京
原
稿
Ｈ
」
四
百
字
詰
め
用
紙

が
使
わ
れ
、
第
十
六
枚
目
か
ら
二
十
一
枚
目
ま
で
は
「
伊
東
屋
製
№
80
」
四
百
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字
詰
め
用
紙
、
第
二
十
二
枚
目
か
ら
二
十
七
枚
目
ま
で
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ  

Ⅱ
」
六
百
字
詰
め
用
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
東
京
原
稿
Ｈ
」
は
『
狐
憑
』『
木

乃
伊
』、「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ  

Ⅱ
」
は
『
斗
南
先
生
』『
虎
狩
』『
か
め
れ
お
ん

日
記
』『
狼
疾
記
』『
光
と
風
と
夢
』
と
同
じ
原
稿
用
紙
で
あ
る
。

　

定
稿
は
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ  

Ⅴ
」
四
百
字
詰
め
用
紙
を
使
用
、
定
稿
の

「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｎ  

Ⅴ
」
は
『
幸
福
』『
夫
婦
』『
雞
』
に
使
わ
れ
た
も
の
と

同
じ
原
稿
用
紙
で
あ
る
。
木
村
東
吉
氏
、
丸
尾
実
子
氏
も
指
摘
し
て
い
る⑨
が
、

定
稿
に
使
わ
れ
た
原
稿
用
紙
は
南
洋
行
中
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
作
品
に
使
わ
れ
、

草
稿
に
用
い
ら
れ
た
原
稿
用
紙
は
南
洋
行
以
前
に
書
か
れ
た
話
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
近
藤
典
彦
氏
、
福
島
千
恵
子
氏
は
昭
和
十
七
年
に
現
存
す
る
草
稿
は
書

か
れ
た
と
し
、『
悟
浄
歎
異
』
旧
稿
は
他
に
あ
り
、
現
草
稿
は
「
推
敲
後
の
す

が
た
を
き
れ
い
に
な
が
め
う
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
」
も
の
だ
と
す
る
が
、

草
稿
に
あ
る
多
く
の
書
き
込
み
や
、
上
か
ら
紙
を
貼
り
書
き
直
し
た
部
分
が
気

に
掛
か
る
。
昭
和
十
四
年
成
立
な
の
か
ど
う
か
、
今
回
は
置
い
て
お
く
こ
と
に

す
る
が
、
少
な
く
と
も
私
は
『
悟
浄
歎
異
』
草
稿
は
南
洋
行
前
に
完
成
し
、

『
悟
浄
歎
異
』
定
稿
は
南
洋
行
後
に
書
か
れ
た
と
考
え
る
。

　

従
来
、
研
究
者
の
間
で
は
、『
悟
浄
歎
異
』
が
先
に
完
成
し
た
の
か
、
そ
れ

と
も
『
悟
浄
出
世
』
が
先
な
の
か
が
論
争
の
的
に
な
っ
て
き
た⑩
。

　
『
悟
浄
出
世
』
は
、
原
稿
が
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
昭
和
十
七
年
七
月

二
十
二
日
付
の
杉
森
久
英
来
簡
に
『
悟
浄
出
世
』
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
そ

の
時
に
は
書
き
終
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る⑪
。〈
南
洋
行
〉
中
あ
る
い
は
後
に

『
悟
浄
出
世
』
は
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
悟
浄
出
世
』
と
『
悟
浄
歎
異
』
定
稿
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
が
、
今

回
、
私
は
、
成
立
順
を
『
悟
浄
歎
異
』
草
稿
↓
〈
南
洋
行
〉
↓
『
わ
が
西
遊

記
』
と
仮
定
し
て
論
証
し
て
い
き
た
い
。

二

　

で
は
、
そ
れ
ら
の
成
立
に
大
き
く
関
わ
っ
た
〈
南
洋
行
〉
に
つ
い
て
再
検
討

し
た
い
。

　

昭
和
十
六
年
六
月
、
中
島
は
南
洋
に
官
吏
と
し
て
赴
い
た
。
当
時
、
南
洋
は

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
に
基
づ
く
植
民
地
で
あ
り
、
日
本
人
が
多
く
住
む
土

地
で
あ
っ
た⑫
。
中
島
は
国
語
教
科
書
編
纂
の
官
史
と
し
て
南
洋
に
赴
い
た
の
で

あ
る
か
ら
、
植
民
地
化
す
る
側
の
立
場
の
人
間
で
あ
っ
た
。

　

帰
国
後
の
エ
ッ
セ
ー
『
章
魚
木
の
下
で
』（
昭
和
18
・
1
）
で
中
島
は
、「
南

洋
群
島
の
土
人
の
間
で
仕
事
を
し
て
ゐ
た
間
は
、
内
地
の
新
聞
も
雑
誌
も
一
切

目
に
し
な
か
つ
た
。
文
学
な
ど
と
い
ふ
も
の
も
殆
ど
忘
れ
て
ゐ
た
ら
し
い
」
と

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
中
島
が
「
内
地
の
新
聞
」
や
「
雑
誌
」
を
目

に
し
た
こ
と
は
そ
の
書
簡
で
わ
か
っ
て
い
る⑬
。
中
島
が
言
い
た
か
っ
た
の
は

「
内
地
」
自
体
と
の
距
離
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。〈
南
洋
行
〉
は
、

中
島
敦
を
一
時
期
、
作
家
と
し
て
の
自
分
か
ら
遠
ざ
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
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た
の
で
あ
る
。

　
『
章
魚
木
の
下
で
』
の
草
稿
に
「
自
己
の
作
物
に
時
局
性
の
薄
い
こ
と
を
憂

へ
て
、
と
つ
て
付
け
た
や
う
な
国
策
的
色
彩
を
施
す
の
（
私
は
良
く
知
ら
な
い

が
、
南
方
へ
行
つ
て
ゐ
る
作
家
達
は
、
実
際
さ
う
し
た
仕
事
に
、
従
つ
て
ゐ
る

の
で
は
な
い
の
か
）」
と
の
文
章
が
あ
る
。
昭
和
十
七
年
九
月
三
十
日
付
寺
井

寛
来
簡
に
「
石
坂
洋
次
郎  
尾
崎
士
郎
、
今
日
出
海
等
の
方
も
徴
用
で
一
緒
に

こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、
火
野
葦
平
、
三
木
清
、
上
田
広
等
も
来
ま
し

た
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
南
方
徴
用
作
家
」
の
活
動
を
知
り
な
が
ら
、「
私

は
良
く
知
ら
な
い
」
と
記
し
、「
文
学
な
ど
と
い
ふ
も
の
が
国
家
的
目
的
に
役

立
た
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
は
考
へ
も
し
な
か
つ
た
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

戦
時
下
と
い
う
時
代
に
於
い
て
、
文
学
者
た
ち
が
戦
地
に
赴
い
た
り
、「
文

学
」
を
戦
争
に
役
立
て
た
り
す
る
中
で
、
中
島
は
作
家
と
し
て
の
自
分
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
。
前
述
し
た
が
、
中

島
は
〈
南
洋
行
〉
中
、
作
品
が
書
け
な
い
こ
と
を
幾
度
も
歎
い
て
い
る
。
そ
れ

は
〈
南
洋
行
〉
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
作
家
意
識
が
培
わ
れ

た
の
が
、〈
南
洋
行
〉
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
〈
南
洋
行
〉
が
中
島
に
与
え
た
影
響
は
、
他
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た

の
か
。
中
島
が
早
く
か
ら
南
洋
の
人
々
に
強
い
関
心
と
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
こ

と
は
、
な
ぜ
南
洋
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
と
悩
む
主
人
公
が
『
狼
疾
記
』
に

描
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る⑭
。

　

し
か
し
、
中
島
に
と
っ
て
実
際
の
〈
南
洋
行
〉
は
あ
ま
り
楽
し
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
持
病
の
喘
息
に
加
え
、
ア
メ
ー
バ
ー
赤
痢
、
デ
ン
グ
熱
に
罹
る
な

ど
、
は
じ
め
の
三
ヶ
月
は
本
当
に
辛
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
昭
和
十
六
年

九
月
二
十
日
付
中
島
た
か
宛
書
簡
に
「
僕
に
は
、
将
来
ど
れ
だ
け
生
き
ら
れ
る

や
ら
、
ま
る
で
自
信
が
な
い
」
と
自
身
の
生
の
短
さ
に
対
す
る
不
安
を
記
し
、

悲
壮
な
覚
悟
を
し
た
さ
ま
が
窺
え
る
。
残
さ
れ
た
人
生
が
少
な
い
の
に
加
え
、

作
品
を
書
き
綴
る
時
間
も
体
力
も
無
い
。
焦
燥
感
の
中
で
自
分
の
や
り
た
い
創

作
と
相
容
れ
な
い
仕
事
を
し
て
い
る
自
分
。

　

同
書
簡
は
つ
づ
け
て
「
今
年
の
七
月
以
来
、
お
れ
は
オ
レ
で
な
く
な
つ
た
。

本
当
に
さ
う
な
ん
だ
よ
。
昔
の
オ
レ
と
は
、
ま
る
で
違
ふ
、
ヘ
ン
な
も
の
に
な

つ
ち
ま
つ
た
。
昔
の
誇
も
自
尊
心
も
、
昔
の
歓
び
も
お
し
や
べ
り
も
滑
稽
さ
も
、

笑
ひ
も
、
今
迠
勉
強
し
て
き
た
色
々
な
修
業
も
、
み
ん
な
〳
〵
失
く
し
て
了
つ

た
ん
だ
。
ホ
ン
ト
に
オ
レ
は
オ
レ
で
な
い
。
お
前
た
ち
の
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
中

島
敦
ぢ
や
な
い
。
ヘ
ン
な
オ
カ
シ
ナ
、
何
時
も
沈
ん
だ
、
イ
ヤ
な
野
郎
に
な
り

果
て
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
の
中
島
敦
の
認
識
は
「
ヘ
ン
な
オ
カ

シ
ナ
、
何
時
も
沈
ん
だ
、
イ
ヤ
な
野
郎
に
な
り
果
て
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

か
ら
、
南
洋
で
の
生
活
は
望
ま
し
い
変
化
と
は
認
識
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
今
ま
で
と
違
う
立
場
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
、
今

ま
で
の
自
分
を
客
観
的
に
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
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書
簡
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
書
か
れ
た
も
の
に
は
、〈
南
洋
行
〉
中
の
中
島
が
、

日
本
や
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
た
環
境
を
懐
か
し
む
文
章
が
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
〈
南
洋
行
〉
は
物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
、
今
ま
で
あ
っ
た
世
界
か
ら
中
島

を
分
離
す
る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

三

　

作
家
と
し
て
生
き
る
決
意
を
し
た
中
島
は
、〈
南
洋
行
〉
を
挟
ん
で
『
わ
が

西
遊
記
』
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
こ
に
〈
南
洋
行
〉
の
影
響
が
見
出
せ
る
。

　
『
悟
浄
歎
異
』
草
稿
を
定
稿
に
す
る
ま
で
に
変
え
ら
れ
た
部
分
が
、
南
洋
に

赴
い
た
中
島
自
身
の
考
え
の
変
化
と
捉
え
て
い
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

草
稿
で
「
変
化
の
術
が
人
間
に
出
来
ず
し
て
狐
狸
に
出
来
る
の
は
、
つ
ま
り
、

人
間
に
は
、
関
心
す
べ
き
種
々
の
事
柄
が
余
り
に
多
い
が
故
に
、
精
神
統
一
が

出
来
ぬ
」
か
ら
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
定
稿
で
は
「
出
来
ぬ
」

の
部
分
が
「
至
難
」
と
変
え
ら
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
し
「
出
来

ぬ
」
の
ま
ま
で
あ
る
な
ら
、「
大
唐
の
玄
奘
法
師
に
値
遇
し
奉
り
、
其
の
力
で
、

水
か
ら
出
て
人
間
と
成
り
か
は
る
こ
と
が
出
来
た
」
悟
浄
は
、
変
身
を
望
ん
で

も
「
出
来
ぬ
」
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
改
稿
は
人
間
と
な
っ
た
か
ら
こ

そ
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
〈
南
洋
行
〉
前
、『
悟
浄
歎
異
』
草
稿
時

に
、
中
島
が
悟
浄
を
人
間
と
し
て
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

そ
れ
が
〈
南
洋
行
〉
が
も
た
ら
し
た
変
化
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
悟
浄
歎

異
』
に
手
を
加
え
て
ま
で
人
間
に
し
た
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
で

あ
ろ
う
か
。

　
『
悟
浄
出
世
』
で
は
悟
浄
の
遍
歴
が
書
か
れ
て
い
る
。「
何
故
」
と
す
べ
て
を

疑
う
「
病
」
を
治
す
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
遍
歴
を
重
ね
て
後
、
悟
浄
は
観
世
音

菩
薩
に
諭
さ
れ
る
夢
を
見
る
。
し
か
し
悟
浄
は
納
得
し
な
か
っ
た
。「
ど
う
も

へ
ん

0

0

だ
な
。
ど
う
も
腑
に
落
ち
な
い
。
分
ら
な
い
こ
と
を
強
ひ
て
尋
ね
よ
う
と

し
な
く
な
る
こ
と
が
、
結
局
、
分
つ
た
と
い
ふ
こ
と
な
の
か
？　

ど
う
も
曖
昧

だ
な
！  

余
り
見
事
な
脱
皮
で
は
な
い
な
！  

フ
ン
、
フ
ン
、
ど
う
も
、
う
ま

く
納
得
が
行
か
ぬ
。」
と
呟
く
。
人
間
と
な
っ
て
も
な
お
悟
浄
は
独
り
言
を
言

い
続
け
る
。
妖
怪
で
あ
っ
た
悟
浄
は
「
独
言
悟
浄
」
と
仲
間
内
か
ら
渾
名
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
癖
が
全
く
抜
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
妖
怪
は
、「
身
体
と
心
と
が
、
人
間
の
世
界
に
於
け
る
程
は
つ
き

り
と
分
れ
て
は
ゐ
な
か
つ
た
」
存
在
で
、「
自
己
の
属
性
の
一
つ
だ
け
を
、
極

度
に
、
他
と
の
均
衡
を
絶
し
て
、
醜
い
迄
に
、
非
人
間
的
な
迄
に
、
発
達
さ
せ

た
不
具
者
」
で
あ
り
、「
彼
等
は
い
づ
れ
も
自
己
の
性
向
、
世
界
観
に
絶
対
に

固
執
し
て
ゐ
て
、
他
と
の
討
論
の
結
果
、
よ
り
高
い
結
論
に
達
す
る
な
ど
と
い

ふ
事
を
知
ら
な
か
つ
た
。」
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
は
中
島
自
身
が
長
年
付
き
合
っ
て
き
た
「
臆
病
な
自
尊
心
」
の
こ
と

で
あ
る
。「
臆
病
な
自
尊
心
」
と
は
「
己
の
珠
に
非
ざ
る
こ
と
を
惧
れ
る
が
故
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に
、
敢
て
刻
苦
し
て
磨
か
う
と
も
せ
ず
、
又
、
己
の
珠
な
る
べ
き
を
半
ば
信
ず

る
が
故
に
、
碌
々
と
し
て
瓦
に
伍
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
つ
た
」（『
山
月

記
』）
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
島
の
〈
南
洋
行
〉
の
動
機
に
も
「
臆
病
な
自
尊
心
」
が
影
響
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る⑮
。
し
か
し
『
悟
浄
出
世
』
で
初
め
て
描
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
「
臆
病
な
自
尊
心
」
か
ら
の
脱
却
で
あ
る
。「
臆
病
な
自
尊
心
」
と
し

て
設
定
さ
れ
た
妖
怪
で
あ
る
悟
浄
が
、
人
間
に
な
っ
た
と
書
か
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
臆
病
な
自
尊
心
」
か
ら
抜
け
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
、『
悟
浄
歎
異
』
に
変
更
を
加
え
て
も
悟
浄
を
人
間
に
し
た
理

由
で
は
な
い
か
。

　

黒
卵
道
人
や
沙
虹
隠
士
、
坐
忘
先
生
、
白
皙
の
青
年
、
醜
い
乞
食
、
虯
髯
鮎

子
、
無
腸
公
子
、
蒲
衣
子
、
斑
衣
蔭
婆
、
そ
し
て
そ
の
他
の
賢
人
達
の
間
を
渡

り
歩
い
た
悟
浄
は
「
賢
く
な
る
所
か
、
何
か
し
ら
自
分
が
フ
ハ
〳
〵
し
た
（
自

分
で
な
い
や
う
な
）
訳
の
分
ら
な
い
も
の
に
成
り
果
て
た
」
と
感
じ
る
。
そ
し

て
観
世
音
菩
薩
の
お
告
げ
を
受
け
、
遍
歴
を
終
え
る
。
し
か
し
、「
う
ま
く
納

得
が
行
か
ぬ
。
と
に
か
く
、
以
前
程
、
苦
に
な
ら
な
く
な
つ
た
の
だ
け
は
、
有

難
い
が
…
…
。」
と
の
科
白
で
話
は
終
わ
る
。
結
局
、
幾
人
も
の
賢
人
の
考
え

を
五
年
に
亘
る
長
い
間
聞
き
続
け
な
が
ら
、
悟
浄
は
「
訳
の
分
ら
な
い
も
の
に

成
り
果
て
た
」
と
さ
え
感
じ
て
い
る
。
生
き
物
を
超
越
し
て
い
る
観
世
音
菩
薩

の
意
見
さ
え
悟
浄
の
性
質
を
変
え
ら
れ
な
い
。
悟
浄
は
こ
の
場
で
漸
く
「
微

笑
」
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
さ
う
い
ふ
事
が
起
り
さ
う
な
時
に
は
、
さ
う
い

ふ
事
が
起
る
も
の
だ
と
い
ふ
や
つ
で
な
。
…
…
」
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。

　

悟
浄
は
「
今
迄
纏
ま
つ
た
一
つ
の
事
と
思
は
れ
た
も
の
が
、
バ
ラ
〴
〵
に
分

解
さ
れ
た
姿
で
受
取
ら
れ
、
そ
の
一
つ
の
部
分
々
々
に
就
い
て
考
へ
て
ゐ
る
中

に
、
全
体
の
意
味
が
解
ら
な
く
な
つ
て
来
る
」、「
自
己
呵
責
」
を
重
ね
、
そ
し

て
「
何
を
見
て
も
、
何
に
出
会
う
て
も
『
何
故
？
』
と
直
ぐ
考
へ
る
。」
と
い

う
性
格
と
し
て
描
か
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
質
は
〈
南
洋
行
〉
以
前
の
作
品
で
は
「
狼
疾
」
及
び
「
蚘
」
と

し
て
マ
イ
ナ
ス
要
素
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、『
悟
浄
出
世
』
は
「
と
に
か
く
、
以
前
程
、
苦
に
な
ら
な
く
な
つ
た

の
だ
け
は
、
有
難
い
が
…
…
」
と
の
一
文
で
結
ば
れ
て
い
る
。「
苦
に
な
ら
な

く
な
つ
た
」
の
で
あ
る
か
ら
負
の
要
素
で
あ
り
そ
う
も
な
い
。

　

元
々
あ
っ
た
『
悟
浄
歎
異
』
草
稿
だ
け
で
は
ど
う
な
の
か
。

　

作
品
構
造
を
見
て
い
く
と
、『
悟
浄
歎
異
』
は
、
悟
浄
か
ら
見
た
『
西
遊

記
』
の
登
場
人
物
達
と
い
う
構
成
で
あ
る
。『
悟
浄
歎
異
』
は
大
き
く
五
つ
の

部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
各
部
分
の
主
要
人
物
を
挙
げ
る
と
、「
悟
空
」、「
三
蔵
」、

「
悟
空
・
八
戒
・
悟
浄
」、「
八
戒
」、「
悟
浄
（
三
蔵
）」
で
あ
る
。「
悟
空
・
八

戒
・
悟
浄
」
の
部
分
で
は
、「
悟
空
、
八
戒
、
俺
と
我
々
三
人
は
、
全
く
を
か

し
い
位
そ
れ
〴
〵
に
違
つ
て
ゐ
る
。（
中
略
）
生
き
も
の
の
生
き
方
程
面
白
い

も
の
は
無
い
。」
と
結
ば
れ
て
い
る
が
、
語
り
手
悟
浄
が
、
悟
空
を
讃
美
す
る
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場
面
で
は
八
戒
を
貶
し
、
三
蔵
に
賛
嘆
す
る
と
こ
ろ
で
は
悟
空
を
咎
め
る
。
八

戒
を
誉
め
る
章
で
は
悟
空
を
非
難
す
る
。
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
正
負
の

両
面
か
ら
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
悟
浄
が
自
身
を
褒
め
る
場

面
は
な
い
。

　
『
悟
浄
歎
異
』
で
は
、
全
体
を
通
し
て
皆
を
褒
め
な
が
ら
自
分
を
否
定
す
る

悟
浄
が
描
か
れ
る
。
悟
空
に
学
ぼ
う
と
考
え
な
が
ら
も
学
ぼ
う
と
せ
ず
、「
感

嘆
し
て
ゐ
る
だ
け
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
や
『
狼
疾

記
』
と
同
じ
よ
う
な
描
か
れ
方
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
中
島
が
『
悟
浄
出
世
』
を
『
悟
浄
歎
異
』
の
前
作
と
し
て
配
置
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
悟
浄
歎
異
』
の
悟
浄
は
、
妖
怪
で
な
い
『
悟
浄
出
世
』

で
の
性
質
、
即
ち
「
自
己
の
性
向
、
世
界
観
に
絶
対
に
固
執
」
せ
ず
「
自
己
の

属
性
の
一
つ
だ
け
を
、
極
度
に
、
他
と
の
均
衡
を
絶
し
て
、
醜
い
迄
に
、
非
人

間
的
な
迄
に
、
発
達
さ
せ
」
て
い
な
い
存
在
と
な
る
。
そ
の
た
め
、『
悟
浄
歎

異
』
の
悟
浄
は
今
ま
で
の
よ
う
な
暗
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
中
島
は
『
悟
浄
出
世
』
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
悟
浄
を
設
定
し
な

お
し
た
の
で
あ
る
。『
悟
浄
歎
異
』
が
、『
悟
浄
出
世
』
の
続
編
と
し
て
扱
わ
れ

る
こ
と
で
、
悟
浄
の
人
格
造
型
が
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

作
品
の
目
的
の
相
違
、
そ
れ
こ
そ
が
〈
南
洋
行
〉
が
『
わ
が
西
遊
記
』
と
い

う
作
品
構
成
に
与
え
た
影
響
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
〈
南
洋
行
〉
は
、
中
島
に
自
己
を
客
観
視
す
る
時
間
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
。

　
〈
南
洋
行
〉
後
に
書
か
れ
た
『
李
陵
』『
弟
子
』
で
は
、「
観
測
者
」
や
、「
自

己
呵
責
」
す
る
登
場
人
物
は
存
在
す
る
も
の
の
、
他
人
か
ら
非
難
さ
れ
る
主
人

公
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

自
分
の
あ
り
方
を
〈
南
洋
行
〉
は
再
認
識
す
る
期
間
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〈
南
洋
行
〉
を
通
し
て
『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
や
『
狼
疾
記
』
の
種
類
に
属
す

る
作
品
で
あ
っ
た
『
悟
浄
歎
異
』
で
は
な
く
、
悟
浄
を
肯
定
す
る
作
品
と
し
て

『
悟
浄
歎
異
』
を
呈
示
し
た
。
こ
の
時
期
は
や
は
り
中
島
に
於
け
る
転
機
と
捉

え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
『
悟
浄
歎
異
』
は
続
編
の
構
想
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る⑯
。
前
述
し
た
、
昭
和
十
六
年
六
月
〔
日
付
不
明
〕
深
田
久
彌
宛
書
簡
に
「
南

洋
に
行
く
前
に
書
き
上
げ
よ
う
と
思
つ
て
、
西
遊
記
（
孫
悟
空
や
八
戒
の
出
て

く
る
）
を
始
め
て
い
ま
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
島
敦
の
『
わ
が
西
遊
記
』

の
構
造
が
今
と
全
く
違
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。『
悟
浄
出

世
』
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
歎
異
」
し
て
い
る
悟
浄
の
ま
ま
の
『
悟
浄
歎

異
』
で
完
結
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
中
島
は
晩
年
、『
幸
福
』『
夫
婦
』『
雞
』『
李
陵
』
な
ど
を
次
々
に
完
成

さ
せ
て
い
る
、
と
書
い
た
。
作
家
と
し
て
戦
争
と
一
線
を
画
し
、「
ほ
ん
も
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の
」
を
書
く
決
意
を
し
た
か
ら
こ
そ
多
く
の
創
作
が
出
来
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

こ
の
行
動
も
〈
南
洋
行
〉
が
な
く
て
は
起
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。注①　

折
原
澄
子
「
兄
・
中
島
敦
と
の
最
後
の
十
ヶ
月
」（『
中
島
敦
全
集
』
別
巻
所
収
）

に
、「
兄
は
病
床
で
書
き
上
げ
た
原
稿
を
広
げ
、
ペ
ン
を
執
っ
て
推
敲
や
清
書
を
し

て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
す
っ
か
り
ほ
お
が
こ
け
、

や
つ
れ
て
い
た
兄
が
「
書
き
た
い
。
書
き
た
い
。
も
う
一
人
自
分
が
い
れ
ば
い
い
の

に
」
と
し
き
り
に
口
走
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。」
と
あ
る
。

②　

例
え
ば
、
長
谷
川
勉
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
比
較
文
学
的
研
究
序
説
』（
一
九
七
九
年
、

東
洋
出
版
）
は
、『
孟
子
註
疏
』『
孟
子
繹
解
』『
孟
子
欄
外
書
』『
読
孟
叢
鈔
』
の
解

釈
を
挙
げ
、「
指
一
本
を
大
切
に
し
肩
や
背
を
犠
牲
に
す
る
病
め
る
狼
の
性
質
を
表

現
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。」
と
す
る
。

③　
『
南
島
譚
』
に
は
『
南
島
譚
』『
環
礁
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ヤ
巡
島
記
）』『
悟
浄
出
世
』

『
悟
浄
歎
異
（
沙
門
悟
浄
の
手
記
）』『
古
俗
』『
過
去
帳
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

④　

中
島
敦
関
連
の
資
料
は
大
半
が
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実

際
に
は
こ
の
用
紙
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

⑤　

近
藤
典
彦
・
福
島
千
恵
子
「
敦
の
「
悟
浄
歎
異
」
脱
稿―

あ
わ
せ
て
「
過
去
帳
」

の
脱
稿―

」（「
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要  

人
文
・
社
会
科
学
編
」
第
五
十
二
号
、

平
成
十
五
年
三
月
）

⑥　

藤
村
猛
は
『
中
島
敦
研
究
』（
平
成
十
年
十
二
月
二
十
日
、
溪
水
社
）
に
於
い
て
、

「「
悟
浄
歎
異
」
が
昭
和
十
四
年
に
脱
稿
さ
れ
た
と
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
、
昭
和
十
四
年
に
「
悟
浄
歎
異
」
の
執
筆
や
、
少
な
く
と
も
構
想
が

為
さ
れ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
得
る
。（
中
略
）
こ
の
前
後
に
（
昭
和
十
六
年―

引
用
者
注
）「
わ
が
西
遊
記
」
が
本
格
的
に
執
筆
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
だ
が
、

そ
の
時
点
で
は
完
成
せ
ず
に
、
最
終
的
に
は
南
洋
行
後
の
昭
和
十
七
年
夏
頃
に
脱
稿

さ
れ
た
。」
と
す
る
。

⑦　

濱
川
勝
彦
「
悟
浄
歎
異―

沙
門
悟
浄
の
手
記―

鑑
賞
」（『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学  

17
梶
井
基
次
郎
・
中
島
敦
』、
昭
和
五
十
七
年
一
月
三
十
日
、
角
川
書
店
）、
オ
ク
ナ

ー
深
山
信
子
「「
悟
浄
歎
異
」
論―

フ
ァ
ウ
ス
ト
や
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
と
の
関
連

を
中
心
に―

」（
田
鍋
幸
信
編
『
中
島
敦
・
光
と
影
』
所
収
、
平
成
元
年
三
月
一
日
、

新
有
堂
）

⑧　

昭
和
十
六
年
十
一
月
九
日
付
中
島
た
か
宛
書
簡
に
は
、「
身
体
は
元
気
に
な
つ
た

が
、
こ
の
暑
さ
、
む
し
暑
さ
で
は
、
頭
を
働
か
せ
る
こ
と
は
、
殆
ど
不
可
能
と
い
つ

て
も
い
い
。
夜
だ
つ
て
、
と
て
も
、
書
き
も
の
な
ん
か
出
来
な
い
。
実
は
、
こ
の
十

月
一
パ
イ
迠
に
、
オ
レ
は
或
る
仕
事
を
す
る
つ
も
り
だ
つ
た
ん
だ
が
（
内
地
を
出
発

す
る
時
も
、
そ
の
つ
も
り
で
、
原
稿
用
紙
な
ど
を
持
つ
て
来
た
ん
だ
が
）、
は
じ
め

の
七
月
・
八
月
は
病
気
ば
か
り
、
そ
れ
か
ら
は
旅
行
と
な
り
、
旅
行
に
出
る
時
も
ま

だ
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
で
、
原
稿
紙
を
持
つ
て
行
つ
た
の
だ
が
、
事
実
は
一
枚
も
書

け
な
か
つ
た
。
暑
さ
の
せ
ゐ
に
す
る
の
は
卑
怯
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
際
、
こ
の
気

温
で
は
オ
レ
に
は
何
一
つ
、
仕
事
が
出
来
な
い
。」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書

簡
は
非
常
に
長
い
も
の
で
今
回
は
割
愛
す
る
が
、
中
島
は
南
洋
の
暑
さ
と
、
そ
れ
に

伴
う
頭
の
回
転
の
悪
さ
を
嘆
い
て
い
る
。

⑨　

木
村
東
吉
「
中
島
敦
『
弟
子
』
論―

行
動
者
の
救
済
と
そ
の
限
界
」（「
国
語
と
国

文
学
」
第
六
十
六
巻
第
十
二
号
、
平
成
元
年
十
二
月
）。
丸
尾
実
子
「『
わ
が
西
遊

記
』
の
成
立
」（「
成
城
文
芸
」
第
一
六
二
号
、
平
成
十
年
三
月
）。
秋
元
誠
「
中
島

敦
「
わ
が
西
遊
記
」
成
立
考
」（「
富
山
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
第
二
十
六
巻
、

平
成
四
年
三
月
）。

⑩　
『
悟
浄
歎
異
』
を
昭
和
十
四
年
成
立
と
す
る
の
は
佐
々
木
充
（『
中
島
敦
の
文
学
』、

昭
和
四
十
八
年
六
月
十
五
日
、
桜
楓
社
）、
奥
野
政
元
（『
中
島
敦
論
考
』、
昭
和
六



『
悟
浄
歎
異
』
『
悟
浄
出
世
』
考 

七
〇

『
悟
浄
歎
異
』
『
悟
浄
出
世
』
考 

七
一

十
年
四
月
二
十
五
日
、
桜
楓
社
）、
木
村
一
信
（『
中
島
敦
論
』、
昭
和
六
十
一
年
二

月
二
十
二
日
、
双
文
社
出
版
）、
諏
訪
下
由
加
（「
中
島
敦
論―

転
機
と
し
て
の
『
わ

が
西
遊
記
』―

」（「
国
語
国
文  

薩
摩
路
」
第
三
十
五
巻
、
平
成
三
年
三
月
）、
山

下
真
史
（「
中
島
敦
『
わ
が
西
遊
記
』
論―

自
意
識
過
剰
を
め
ぐ
っ
て―

」（「
国
語

と
国
文
学
」
第
六
十
八
巻
第
十
二
号
、
平
成
三
年
十
二
月
）、
服
部
裕
子
「『
悟
浄
歎

異
』
・『
悟
浄
出
世
』
論―

「
行
為
」
を
め
ぐ
っ
て―

」（「
岐
阜
大
学  

国
語
国
文

学
」
第
二
十
二
号
、
平
成
六
年
十
二
月
）、
平
林
文
雄
（『
中
島
敦  

注
釈  

鑑
賞  

研
究
』、
平
成
十
五
年
三
月
二
十
日
、
和
泉
書
院
）
な
ど
多
く
の
研
究
者
で
あ
り
、

『
悟
浄
歎
異
』『
悟
浄
出
世
』
の
順
に
異
を
呈
す
る
の
は
、
⑨
で
前
掲
し
た
木
村
東
吉
、

丸
尾
実
子
、
秋
元
誠
で
あ
る
。
ま
た
藤
村
猛
『
中
島
敦
研
究
』、
オ
ク
ナ
ー
深
山
信

子
「「
悟
浄
歎
異
」
論―

フ
ァ
ウ
ス
ト
や
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
と
の
関
連
を
中
心
に

―

」
は
南
洋
行
後
に
成
立
し
た
こ
と
は
明
記
し
て
い
る
が
、
成
立
順
に
つ
い
て
は
述

べ
て
い
な
い
。
そ
の
他
成
立
順
に
は
触
れ
な
い
論
考
も
多
い
。

⑪　
「
悟
浄
出
世
の
方
は
、
や
は
り
少
し
落
ち
ま
す
ね
。
全
篇
に
流
れ
て
ゐ
る
才
気

（
と
い
つ
て
は
失
礼
で
す
ね
、
才
ば
か
り
で
な
く
、
つ
ま
り
文
学
と
し
て
の
よ
さ

0

0

の

こ
と
で
す
が
）
に
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が　

こ
の
材
料
は
や
は
り
も
つ
と
練
つ
た
方

が
お
も
し
ろ
く
な
り
さ
う
に
思
ひ
ま
す
」（
昭
和
十
七
年
七
月
二
十
二
日
付  

杉
森

久
英
か
ら
の
来
簡
）

⑫　

た
と
え
ば
、
南
洋
群
島
教
育
会
『
南
洋
群
島
教
育
史
』（
昭
和
十
三
年
十
月
二
十

日
、
南
洋
群
島
教
育
会
）
の
「
序
」
に
、「
我
が
南
洋
群
島
に
於
け
る
教
育
は
、
赤

道
の
下
、
皇
国
海
の
生
命
線
を
守
る
べ
き
第
二
の
国
民
を
育
成
し
、
又
、
新
附
島
民

を
撫
育
教
導
し
て
真
箇
の
皇
民
と
化
す
る
点
に
於
て
特
異
且
重
大
な
る
意
義
を
蔵
し
、

其
の
成
果
は
、
皇
国
群
島
統
治
の
成
果
と
共
に
永
く
光
を
伝
ふ
べ
き
も
の
で
あ

る
。」
と
あ
る
。

⑬　
『
中
島
敦
全
集
』
の
書
簡
に
さ
ま
ざ
ま
な
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
其
の
中

に
「
文
芸
春
秋
」「
改
造
」「
中
央
公
論
」「
文
学
界
」「
文
芸
」「
新
潮
」
の
雑
誌
名

が
見
え
る
。

⑭　
『
狼
疾
記
』
に
「
原
始
的
な
蛮
人
の
生
活
の
記
録
を
読
ん
だ
り
、
そ
の
写
真
を
見

た
り
す
る
度
に
、
自
分
も
彼
等
の
一
人
と
し
て
生
れ
て
く
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た

も
の
だ
ら
う
か
と
考
え
た
も
の
で
あ
つ
た
。」
と
あ
る
。

⑮　

昭
和
十
六
年
六
月
二
十
八
日
付
、
中
島
田
人
宛
置
手
紙
。「
全
く
考
へ
れ
ば
考
へ

る
程
、
僕
は
愚
か
な
男
で
す
、
折
角
与
へ
ら
れ
た
一
年
間
を
思
ふ
様
に
使
ひ
も
せ
ず
、

気
も
進
ま
ぬ
、
無
理
な
仕
事
に
身
を
任
ね
る
の
だ
か
ら
、
全
く
気
違
沙
汰
で
す
。
実

際
、
何
も
か
も
、
お
し
ま
ひ
に
な
つ
て
了
つ
た
や
う
で
す
、
み
ん
な
貧
乏
人
根
性
の

さ
せ
る
業
で
す
（
こ
ん
な
下
ら
ぬ
仕
事
に
就
か
う
と
し
た
の
は
）
恐
ら
く
僕
の
幽
霊

は
、
書
か
れ
な
か
つ
た
原
稿
紙
の
間
を
う
ろ
つ
き
廻
る
こ
と
で
せ
う
」

⑯　

続
編
構
想
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
佐
々
木
充
『
中
島
敦
の
文

学
』
に
「
中
島
は
こ
の
点
に
つ
い
て
何
も
書
き
残
し
て
い
な
い
が
、
も
し
「
悟
浄
出

世
」「
悟
浄
歎
異
」
の
二
篇
だ
け
で
『
わ
が
西
遊
記
』
を
構
成
し
よ
う
と
し
た
の
な

ら
、
第
二
作
品
集
『
南
島
譚
』
に
収
め
る
と
き
、
他
の
例
の
よ
う
に
『
古
譚
』『
南

島
譚
』『
古
俗
』
な
ど
の
よ
う
に
、『
わ
が
西
遊
記
』
と
い
う
総
題
を
付
し
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
う
し
な
い
で
、
末
尾
に
「―

『
わ
が
西
遊
記
』
の
う
ち―

」
と
記
す
だ
け

に
終
っ
た
の
は
、
こ
の
二
篇
で
『
わ
が
西
遊
記
』
が
中
島
に
お
い
て
完
結
し
た
の
で

は
な
い
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。」
と
あ
る
。

〔
付
記
〕　

本
稿
で
引
用
し
た
中
島
敦
の
文
章
は
、『
中
島
敦
全
集
』
全
三
巻
・
別
巻
一

（
平
成
13
・
10
・
10
〜
平
成
14
・
5
・
20
、
筑
摩
書
房
）
を
底
本
と
す
る
。
原

則
と
し
て
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
直
し
、
ル
ビ
を
簡
略
化
し
た
。

　
　
　
　

ま
た
、
中
島
敦
資
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
日
本

大
学
の
ご
高
配
を
得
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
。


